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2023 年にこども家庭庁が発足、こども基本法も制定されて『こどもまんなか社会』
が声高に叫ばれています。
しかしながら子どもを取り巻く社会の現実は、子どもに必要な３つの間「空間」
「時間」「仲間」がどんどん失われ、虐待通報や不登校児童、発達障がい等の
困りごとを抱える子どもは右肩上がりに増え続けています。また、その子どもたち
を支えていく大人も関係性が希薄化し「孤独な子育て＝孤育て」の常態化が進ん
でおり、掲げている理想とのギャップが大きくなってきていると感じています。

私たち光楽園は約 20 年前に一時預かりの託児所を始めたことを皮切りに、
2012年に認可外保育施設おひさまいっぱい光楽園（2018 年より認定こども園）、
2017年に児童発達支援施設みんなの光楽園、2020 年に放課後等デイサービス
みんなの光楽園を設立する等、活動の幅を広げてきました。その歩みの中で
一貫して取り組んできたことは「関わる子どもとその家族に向き合い」、「困りごと
や課題に共に取り組み一つ一つ乗り越え」ていきながら、「子どもが本来持って
いる生きる力を育んでいく」環境作りであり、そこに全力を尽くしてきました。

今年はＮＰＯ法人となって１０周年となります。この節目に、これまでの歩みを
改めて振り返り、ビジョンとして掲げている「こどものいのちが輝く共生社会づくり」
に向けた足場を固めていきたいと考えています。

そして、冒頭述べた『こどもまんなか社会』の理想と現実の間を橋渡ししていく
役割を、私たち光楽園が果たしていきたいと強く願っております。

認定NPO法人 光楽園　
尾籠 信義代表理事 （おごちゃん）

認定NPO法人へ。 新園舎「こどもの郷」建設断念するも、
今後に向けた足腰を強める取り組みに着手。
21

より幅広く、より深く、
子どもの新たな支援を始めました。
3
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2023 年度 ハイライト

光楽園が目指す「こどものいのちが
輝く共生社会」の実現には、より多
くの皆さんの力が必要だと感じまし
た。そこで更なる理解と支援の輪を
広げたいと 2022 年11月に認定 NPO
法人の認定に向け動き始めました。
およそ 2ヶ月半の期間で 248 名の皆
さんからご寄付をいただき、2023 年
7月に認定 NPO法人となることが出
来ました。（北九州市で 5つ目）

光楽園の共生保育の取り組みを一歩進めることを目的に、おひさまいっ
ぱい光楽園とみんなの光楽園そらを移転統合する「こどもの郷」づくり
の準備を進めてきましたが、私たちの考えていたような開発許可を得る
ことが出来ず、断念することになりました。一方で、これからの光楽園
の事業・活動を支えていくための足腰を強めていく取り組み（職員研修・
おひさまいっぱい光楽園の園舎・園庭の改修）に着手しました。

4月から実験的に、これまで実施していなかった子どもの心理療育（瞑想
箱庭療法）をスタート。また 9 月には、子どもとその家族が元気な朝の
スタートを切れるようにと「親子朝食堂」を始めました。

施設名・活動名 施設・事業の種類 場　所 定員

おひさまいっぱい光楽園 地方裁量型認定こども園 小倉南区大字志井 1111-1 ６０名

みんなの光楽園 そら 小倉南区徳力新町 2-8-3 １０名

みんなの光楽園 あおば 放課後等デイサービス
（+保育所等訪問支援） 小倉南区徳力新町 1-3-28 １０名

長期休み期間限定  学童保育 自主事業 大字道原
（通称「遊びの舍」） ２０～２５名

組織概要

全体概況

児童発達支援
（+放課後等デイサービス）

＊2024 年 3月末

＊2024 年 3月末
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● 保育士
● 児童指導員
●言語聴覚士　１名 ／ 臨床心理士　1名 ／ 作業療法士　1名 
● 代表理事
● 理事 
● 正会員数
● 2023 年度 寄付者数 ３１名

24名
7名

１名 
１１名
 ８５名

（うち幼稚園教諭免許保有者 23名）

（うち正看護師２名・准看護師 1名）



毎日のお散歩・自然活動

眼鏡橋の川遊び
思いっきりダイブ！

玄米菜食給食
蒸し野菜の
手づかみ食べ

子どもに人気の
大豆から揚げ

親子朝食堂

ご飯とお味噌汁に
一品おかず
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光楽園が大切にしていること 光楽園の主な活動
子どもが本来持っている「生きる力」が花開くために育ちを支える保育・療育を日々行っています。 主に３つの施設運営を行っています。行政や専門機関等と本気で手を取り合い子どもを支援しています。
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一人の子どもを育てるには一つの村が必要

多機能型事業所 みんなの光楽園そら

自然の中で、思う存分五感を働かせ、自分の思うように動かせる体をつくり、安心出来る
大人や仲間と尊重し合い、ありのままの自分でいられる心をつくる、みんなの居場所。

児童発達支援

　おひさまいっぱい光楽園認定こども園
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光楽園が大切にしていること

共生保育
多様な仲間と育ち合う

人間を尊重
する対話

自分の思いを伝え、
相手も受け入れる

こどもまんなか
チーム支援

行政機関・専門機関と
連携しこどもを支える

家族のような
あたたかい支援

こども・親の困ったには
迷わず手を差し伸べる

食べることは
生きること

いのちを育む給食

五感を
育む活動

自然の中で遊びこむ

心理療法の一つで瞑想と
組み合わせた自然治癒力が
活かされるアプローチ。

瞑想箱庭療法子どもたちに「豊かな絵本の時間を」
と願い、まずは子どもに一番近いお母
さん方に絵本の世界を楽しんでもらお
うと始めた絵本の会。
絵本を味わい、それが自分と繋がり、
自然と子育てや自身のことを語り合う
場になっています。

（ ＋放課後等デイサービス ）

多機能型事業所 みんなの光楽園あおば

放課後等デイサービス
（ ＋保育所等訪問支援 ）

心と身体の
解放

個別療育
心理・言語・学習支援

居場所づくり

交流

連携

育ち合い

子どもたちのやってみたい、知りたい、学びたい、
主体的な気持ちがあふれ、人との関わりの中で
自分らしく過ごすことを保証していく場所です。

心と身体をゆるめ「やりたい」「伝えたい」
があふれるように一人一人に丁寧に寄り
添っています。

こどものいのちが輝く共生社会
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● リズム遊び ● 描画 ● 絵本読み聞かせ

絵本の会（月１回）

感覚遊び 小集団

コミュニケーション
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小倉南区志井にある「保育園」というより、「大家族」と言った方がしっくりくる、そんな家庭的な保育
園です。周りを田んぼや川に囲まれたこの場所で、身体中で季節を感じながらカエルやカマキリを追いか
け、季節の歌を歌い、季節の野菜たっぷりの美味しい玄米菜食を食べて過ごしています。

活動報告

TOPIX
●日本各地の研修に職員が参加、
　リズム遊びと描画への理解が深まる
●園児の数、職員の数の増加
●各職員が自身の保育の見つめ直し
●保護者懇談会４回実施
●「心地よい園庭」づくりの
　意見交換、改修工事の計画

こんな１年でした
年々増え続ける園児数に職員の意識が追いつかず、様々な
課題が表出し、職員間の情報共有や意識のすり合わせなど
の難しさを思い知らされた日々でした。
職員一人一人がそれぞれの立場で思い切り悩み、ぶつかり
合い、変化していくことの大切さを強く感じる中、職員全
員が自分たちは「子どもに寄り添う」「子どもの声を聞く」
ことが出来ているのかを自問自答しながら、研修の学びを
足がかりにして、今までとは違う保育の工夫、環境の整え
方を考えに考え実践しました。
実践することで子どもたちの変化を目の当たりにし、新し
いおひさまいっぱい光楽園としての大きな一歩を踏み出し
た 1年となりました。

一人一人の個性が強く、意志をしっかり持っている子もいれば、なかなか思っ
ていることを口に出来ない子、甘える子、甘え方が分からず別の表しをして
くる子…などなど本当に色んなタイプの子がいた年長クラス。数ヶ月はトラブルも多く、日中の話し合いなど
もなかなか決まらない日が続くこともありましたが、少しずつリーダーシップを取る子も現れ、話し合いもま
とまり始めました。中でも子どもたちの成長が見えたのは久住登山でのこと。自分自身もきついのに、友達を
心配して声を掛け合う姿も。登山以降は、グッと友達との距離が縮み子どもたちが率先して活動する姿も見ら
れるようになりました。少しずつ自信がついた子、友達との関わりを多く持ちながらもケンカしたりぶつかり
合う子、話し合ったりしながら過ごして行く子どもたちの姿も見られました。リズムと遊びを楽しむ会や大橋
保育園との合同修了式、卒園式などのたくさんの人の前で堂々とした姿、自分の力を出し切り、リズム遊びを
楽しんでいる姿が印象的でした。

６ ７

認定こども園  おひさまいっぱい光楽園

こどものすがた

友達との関わりを多く持ちながらぶつかり合った

おとなのすがた

担任を変えようかと言われ頭が真っ白に

2023 年度もたけのこの担任になり、去年やってきたようにやっていこう！と意気込んだものの、また全然違ったクラ
スカラーで同じようには行かない。「どうしたら良いんだろう？自由って何？私がやりたい保育って何？」と考える
ことが増え始め、保育が楽しめてないと思い悩む日々。数ヶ月が過ぎた頃、おごもから呼び出され「担任を変えよう
かなと思ってる。一度離れてみたら？」とまさかの言葉に頭の中は真っ白、自然と出てくる涙、次々に浮かぶのは子
どもたちのこと。「いや、途中で担任を変わるとか無理。やり遂げます。」と伝え継続し続けましたが、そう簡単には
悩みは消えず、日々過ごしていく中で大阪研修へ行くことに。そこで、大人の本気リズムをやったり、たくさんの
意見を聞く中で私の中に落ちた言葉がありました。「子どもたちを変えようとするのではなく、まずは自分が変わら
ないと」その言葉でハッとしました。それからは、自分がどのような保育をしたかったのかを考える前に『子どもた
ちと日々、全力で楽しむ！』を決め、朝のリズム遊びから思いっきり身体を動かして日々過ごしていくうちに子ど
もたちの表情も変わっていきました。こうやって大人の意識が変わるだけで子どもの気持ちや日々の活動が変わって
くることを実感できたし、1年間担任をやり遂げることができて良かったと心から感じています。

たけのこ組 担任 さっちー
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困りごとや特性を抱える子やその家族に、まぁるく・あたたかく・個別に・丁寧に寄り添います。午前中に外遊び
の活動でしっかりと身体を動かし、野菜たっぷりの給食を食べ、お昼寝をして過ごします。活動を通して心身共に
満たされ、子どもの「やりたい」「伝えたい」思いが溢れる中で療育に取り組んでいます。卒園後も高校生まで継続
して支援を行っています。

TOPIX
●日々の活動の充実
●おひさまいっぱい光楽園との
　交流が充実
●日常的な家庭支援の定着
●卒園児からの記念品プレゼント
●大人のらんらん広場初開催
●新たな活動場所探しをスタート

こんな１年でした
「特別」ではなく「日常」、日々の活動・いつもと同じ環境の中での積み重ね
を特に意識した一年でした。
こちら側の働きかけで「出来るようにさせる」のではなく、子どもが「自分
でやりたい！」と感じられるよう心地よい刺激を日常の活動の中にそっと散
りばめておく、その活動環境を整えることに力を注ぎました。子どもの様子
を注意深く観察し、小集団が良いのかマンツーマンが良いのかなど、その時々
で一人一人必要な環境を見極めながら活動の場を分け、大人の配置も工夫し
ました。帰り道のみ他のグループと合流してみたり、給食のみ机を共にした
り、同じ公園で遊んでいて周りに人の気配を感じながらマンツーマンの関わ
りを持ったりとステップを細かく設定しました。
家庭支援では、お仕事の時間帯やご家庭の環境・状況に深く寄り添い、利用
時間や送迎時間など個別に対応しました。

どんぐりを探したり草の中で虫を探すうちに目が育ち、花を摘むことで指先が育つな
ど、夢中になって遊びこむ中で自然と身体の使い方を獲得していくものだと思ってい
ました。しかしながら、必ずしもそうではないと感じ、この１年は職員同士でそれぞれが感じる一人一人の子どもの今
を出し合い、その子にとってどう伸ばしていくのが良いのかをたくさん話し合いました。大人が意図的に準備した活動
を通して育ち獲得していく方がスムーズだと感じる部分は、小集団の中でも個別に時間を取ったり、指先のイメージ
が弱いと感じる子にはわらべうたを積極的に取り入れたりすることでしっくりきました。その子の「今」を共有し、
少しでも時間のある時は互いに協力しながら振り返りと実践を繰り返しました。大人全体で子ども全体を捉えるだけで
はなく、一人一人の子どもを大人一人一人で見守る視点も大切だと感じ合いました。

おとなのすがた

子どもを見守る大人一人一人の視点が大切

「相談出来るのが職員だけ」「悩みを共有しにくい」と言った保護者の困りごと
が多くありましたが、らんらん広場を通して、どの子も皆で遊ぶ姿を温かく見
合ったり、一緒に美味しいものを食べたり、差し入れを配ったり、共に楽しい
時間を共有することで保護者同士のつながりが深まりました。
今期は保護者から「保護者同士と職員でゆっくり話したい」と要望をいただき、大人だけのらんらん広場を２
回開催しました。先輩ママの経験談を聞いたり、職員も一人の母親として悩みを語り合ったり、気になるお店の
情報交換をしたり、ゲームで盛り上がったり、職員と保護者の垣根を超え、良い時間を過ごしました。最後のら
んらん広場開催の際は、卒園児の保護者の皆さんが協力して作り上げた素敵なプレゼントをいただきました。

保護者のすがた

保護者同士と職員でゆっくり話したいの声

多機能型事業所  みんなの光楽園そら
�Ç�•
C�a�§�	 �L�]�™�s�Ã� �±�”�Ï�µ

らんらん広場

活動報告
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ただそこにいたい。何もしなくても、そこにいるだけで、ただありがとう。

ペアレントトレーニングの一環とし
て「体験型・参加型」のイベントを
企画・開催しています。親子で人が
集まる場所に参加する体験をするこ
とで、一緒にスモールステップを積
み重ねることが出来ます。
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TOPIX
●「またやりたいな」スローな時間が
　明日へつながり居場所へ

●大工さんと棚と基地づくり、
　さらに居心地の良い空間へ

●一人一人に合った活動と学習の
　バランスが取れるようになった

●瞑想箱庭療法スタート

こんな１年でした

仲間が増えていく中で、歩く速さ、力の強さ、表出手段 ( 言葉など ) の違い、
感じ方の違い、さまざまな違いに子どもも大人も出会います。「にぎやかな
空間に入るのは不安だな」と距離を取ったり、自分との違いに対して「なん
であんなことするん！！」と攻撃的な言動になることも。安心できる距離を
保証しながら、相手を感じられる距離感で共に育ち合ってきました。もう５年
以上の付き合いの子どももいます。この１年、自分から仲間に手伝いを求め
たり、隣に座ったり、ドキドキしとんやねーと声をかけたりする姿に子ども
たちの心の変化を感じています。互いを知っていく中で捉え方が変化し、そ
れぞれが素直な自分でいられる、そんな様子がありました。

こどものすがた

相手を知ることで、安心して過ごせる場所へと変化してきた

一人一人に寄り添った支援が必要な中、「その子にとって」「今、何を大
切に」支援していくか、対話と実践を繰り返す日々です。言葉にして共
有したとしても、実践となると本当に細かな視点の共通認識が出来てい
ないと、結果的に子どもにとって必要な支援が行き届きません。光楽園
以外でのその子の姿を知ることで「その子にとって」が見えてくることもありました。職員間の対話はもち
ろん、その子を取り巻く環境の一員である家族、学校、スクールソーシャルワーカー、相談支援専門員の方々
との日常的なやり取りがまだまだ十分には行き届いていないもどかしさもあります。たくさんの方と手を取
り合い、光楽園でも家でも学校でも子どもが安心できる環境を整えたい想いで現在取り組んでおり、これか
らも継続していきます。

おとなのすがた

十分に行き届いていないと感じるもどかしさも

困りごとや特性を抱えた小学１年生～18 歳までの子どもたちの家庭に続く居場所です。学校や他事業所など関係機関とも連携
しています。放課後や長期休みに仲間と過ごす中、一人一人に寄り添い小集団や個別での活動を通して心と身体を解放する
支援を行っています。2020 年から学校以外に安心できる居場所を求めている子どもたちも午前中から来て過ごしています。

多機能型事業所 みんなの光楽園あおば
�L�]�™�s�Ã� �±�”�Ï�µ �-�­	t�s�Z�ð�§�	

活動報告

子どもも大人も一人一人にとって、安心できる居場所となるよう、日々
の何気ない関わりを大切にしました。朝起きて「おはよう」と光楽園に
来る、学校から「ただいま」と光楽園に帰ってきて一息つく、素直な気
持ちを出してみる、互いにあたたかい気持ちになる瞬間を一つ一つ感じ、
喜びをかみしめる１年でした。
光楽園に来る時間、遊びの時間、学習の時間、仲間と過ごす時間、皆
同じ流れにするのではなく、それぞれの子どもに合わせ調整していくこ
とで、１日のバランスが整い安心して楽しく過ごせる時間が増えてきた
ように感じています。また、朝から子どもたちと連日のように焚火をし
ました。「何それ？やってみたい！」と夢中で火を起こし、自分で火
を着ける。自然の中で火を眺めるスローな時間。光楽園に来たい日も
あれば、そうじゃない日もある。そんな日々を積み重ねました。
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数字で見る光楽園

2023年度決算
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心理療法「瞑想箱庭療法」

旧道原小学校付近の古民家「遊びの舎（やど）」
で、子どもたちに遊びや学習の場を提供して
います。昼食もメニュー決めや買い出し、調理、
片付けまで全て子どもたちで行います。近く
の川や体育館でおもいっきり身体を動かす活
動を行っています。　　

２０２３年度は、組織を挙げて新園舎開発許可申請に注力したものの結局断念することが事業実績に大
きく影響。みんなの光楽園２施設の利用者管理が不充分だったことで収入が伸び悩み、支出面も経費
管理が行き届かない中、物件費が増大。結果として経常収支差額は辛うじてプラスだったものの、
当期正味財産は２００万以上減らしてしまう決算となりました。

TOPIX
●春休み・夏休み期間開催
●竹を加工して流しそうめんを実施
●ピザ釜作りとピザ作り
● 長崎平和記念の旅

こんな１年でした
遊びの舎に、活動の中で少しずつ時間を取ってピザ釡
を作り、その釡でピザを焼いて食べました。８月に子
ども３１名、職員９名、ボランティア２名で長崎へ平
和記念の旅に出かけました。原爆記念館ではガイドの
方に資料館を案内していただき、みんなで平和につい
て考える良いきっかけになりました。

遊びの舎の一室を借りて瞑想箱庭療法という心理療法を行
いました。１年間実践しながら感じたことは、「それぞれ
が素直になっていく」ということです。相手と自分の間に
何だかよくわからないわだかまりのようなものを感じてい
ても、次第にそれが無くなって、談笑したり、たわいもな
い話をしたり出来るようになったことを実感しました。話
をしていて、楽しいなと感じることも増え、悩み、傷つき
の中に留まるのではなく、瞑想によって悩みなどのわだか
まりのない、楽になる体験をすることが、治っていくとい
うことなんだと実感しました。
こういうことが、光楽園で大切にしている「心身の解放」
という言葉と同義だと感じました。

絵本の会

ある日の絵本の会で、自分で自分の気持ち
を認めるという話題になりました。
相手にとって「こうした方が良いだろう」
という相手軸ではなく、自分が「どうした
いのか」という自分軸で考えて、まずはそ
の気持ちを自分が認めてあげる。
当たり前のことかもしれませんが、この相
手軸に縛られていた自分。染み付いていた
これまでの考え方の癖が、この日から少し
ずつ変わってきた自分がいました。本質を
見つめる大事な場所になっています。

その他の取り組み
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放課後等デイサービス 名25
保育所等訪問支援事業

延べ利用者数 名12

延べ利用者数

名42
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利用者数

夏休み 名31
冬休み 名18
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名1,340大人

名1,450子ども
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名85
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長期休み限定学童保育自主事業
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●自宅で始めた１時間500円の託児所
「託児所やってみませんか？」そう投げかけられた言葉に、「やります！」と即答し
た自分の心がありました。最も大切な我が子を育てながら孤独や悩み・苦しみ
を抱えているお母さんたちがほっと一息つける時間と空間をつくるお手伝いをし
ようと決めました。それが、みんなの託児所光楽園の始まりでした。
お母さんたちが気軽に立ち寄れるように、１時間 500 円という料金設定にし、
送迎時にはゆっくり、ゆったりと時間をとってお母さんたちとお話ししました。
疲れているお母さんが自分を取り戻し、あたたかい心で我が子と向き合えるよう
にといつも願いながら…
そんな輪が少しずつ広がり、月に 1回お母さんたちと語り合う茶話会を始めると、
お母さん同士が自然と繋がってお互い助け合える関係性が出来ていきました。
また、子どもたちと日々向き合っていく中で、食の大切さ「食べることは生きること」
や「たくましく生きる力を育む保育とは何か？」等たくさんの発見や学びがあり
ました。そして、子どもたちが豊かに育っていくためには豊かな自然環境が必要
不可欠だと気付き、現在の山と田んぼに囲まれたおひさまいっぱい光楽園へ
移転することになりました。「人もまた自然」という言葉通り、四季折々の景色と
鳥のさえずり、山から駆け下りてくる心地よい風、あたたかい陽の光、水と土に
ふんだんに触れることや、すぐに友達になれる虫や川の中の魚たち…全てが
子どもたちの豊かな育ちにつながっていきました。

2005.3月
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光楽園の始まりは恩人からの 声

認定こども園おひさまいっぱい光楽園
尾籠 和代園長 （おごも）

2005.3月 
Ú�5�I� �$�L
��Ò�þ���¶
Û�H�S�û

�ø
Ó�–�a�¶�$�§�V�H�o����
ú���–�Á�2��

Ú�§�V�����A�>
Û���K�“
��@

●常に目の前の子どもの姿から気付かされてきた
ここで日々の保育を積み重ねていきながら、ある時、「身体は成長していく一方で獲得し
た言葉を失っていく」という子どもに出会いました。その子は、自分の気持ちを分かっ
てもらえないことに苛立ちを感じ、様々な表しをするようになっていきました。子どもは
豊かな自然環境と仲間の中で育っていくと確信していたことが私の中で「何故？」という
疑問に変わりました。色々なことを試みましたが、辿り着いたところは、どの子も安心し
て育っていける環境が必要であるということでした。子ども一人一人の育ちを大切にし
ていく為にどんな環境をつくるのか、私たち大人もどんな環境として存在するのかを見
つめ続けた時、児童発達支援事業所（現みんなの光楽園そら）ができ、多くの保護者・
職員の願いのもと、放課後等デイサービス事業所（現みんなの光楽園あおば）が立ち
上がりました。
常に目の前の子どもの姿から気付かされ、教えられ、今があります。しかしながら、今
にたどりつくまでに全ての垣根を越えた多くの方々に共感いただき、支えていただいた
からこそこんな奇跡が起こったのだと思っています。これまでの歩みを支えていただい
た全ての皆さんへの感謝を願いに込めて…これから先、光楽園が１００年以上続きま
すように。（おごも）
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給食作りで仲間入り。今は大好きな事務で助けになりたい。

利用者から仲間へ
光楽園を利用してくれていた子どもの保護者やご親戚、地域の方が
一人また一人と仲間となり共に歩んできました。
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感謝を込めて恩返しの日々！

美味しくて丁寧な給食と分かっていたけど想像以上！
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認定NPO法人光楽
園

じゅんちゃん

いつでもみんなが
帰って来られる場所にしたい。
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おひさまいっぱい光楽園たなかちゃん

みんなの光楽園そらもりっち

認定NPO法人 光
楽園

給食チーム

みんなの光楽園そらさやかちゃん

2016 年  看護師と 言語聴覚士を採用 2021 年 理学療法士を採用
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プロジェクトに地域の方や
保護者もボランティア参加

新しい仲間の声

家族のような雰囲気に安心
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仲間と共に成長した光楽園
求める「声」のある限り歩み続 けます

2023.7月 �v�Å �1�3�2 �ã�1���þ���¶�.

おひさまいっぱい光
楽園

ずみちゃん

子どもからの声
「卒園して終わりじゃない、何かしよう」
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朝食堂のボランティアに
地域の方が立候補！
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2024 年 1 月
作業療法士を採用

地域まるごとファミリープロジェクト
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❶ 新たな活動場所・拠点を取得・整備し、
　子どもたちの遊びや活動をより豊かに！

2024 年度 事業計画

新しい活動場所である農業的取り組み活動拠点「ファーム光楽園」と子どもの心理療
育拠点「自然庵（じねんあん）」を有効活用していきます。
更に、おひさまいっぱい光楽園の近隣の空き家を整備して「みんなの光楽園（児童
発達支援・放課後等デイサービス）」を移設し、新たな光楽園の「共生保育」の取り
組みを進める拠点にします。
また、これらの各活動場所・拠点の連携や繋がりを強めて全体が一つのコミュニティ
＝共生社会として機能することを目指します。

�Õ�©�H��
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×
x�$�ç

❷ 職員・保護者・ＯＢや地域、支援者の皆様が様々な形で「参加」でき、
　 子どもたちを支える活動・運営の形をつくります。

新たに取り組む「ファーム光楽園」「光楽園 10 周年記念イベント」に関して、職員・
保護者等の垣根を超えたチームをつくり、そのチームを中心に活動を進めていきます。
また、保護者の自主的な声で「チャリティ講座～保護者自らが講師となって、日々の
暮らしや子育てに役立つ情報を提供する講座を開催し、参加費を光楽園に寄付する取
り組み」が始まりました。この活動を光楽園全体で支えていきます。

�J�C�¯�–�Á�2� �̄‹�~�‹�ƒ�¯�¾�à�$�ý���I���ã�Æ�!�þ���¶�m�l���•�M�"�X�•�§�|�H�•�Ï

❸１０周年記念イベントを、職員・保護者・OBOG・
　 地域の皆さんの参加で実施します。

ＮＰＯ法人光楽園設立１０周年を祝う「光楽園１０周年記念イベント」を、１１月
２日（土）に北九州市小倉南区の文化記念公園にて開催します。
多くの職員・保護者・ＯＢＯＧ・地域の皆さんの参加で光楽園１０周年を楽しくお祝
いし、交流を深めます。またこの場を通じてつながった人と人との関係を大切に育み、
「地域まるごとファミリープロジェクト」を支えるネットワークに発展させていきます。

光楽園の
応援方法

光楽園を知る

●ホームページ ●メールマガジン

子どもをまんなかに据えた地域づくりを
応援してください
私たちは、地域がまるごと家族となり子どもの育ちを支える社会づくりをしています。
現在点在する施設ではサポートが十分に行き届かず拠点を一つにまとめる計画をしています。そして子どもやその保護者を
十分に支援していくための資金が必要です。中でも「地域まるごとファミリープロジェクト」は光楽園が特に力を入れている
プロジェクトです。応援方法は様々あります。皆さまのご支援、ご協力をお待ちしています。

20 21

１

光楽園全体の活動をお金で支援する

右のQRコードより必要事項をご記入の上、お手続きください。
現金は光楽園に直接お届けいただくか職員や保護者等を
通じてご提出ください。

寄付金のお申込み

右のQRコードより必要事項をご記入の上、下記のいずれか
の方法で送金ください。（振込手数料が別途必要です）

●オンライン寄付

＊遺贈寄付などのお手続きもございます。詳しくはHPの「寄付をする」をご参照ください。

●親子朝食堂 ●光楽園ファーム ●土地や農地
●空き家

個人

法人
団体

・日々の食材のご提供
・食事の準備
・後片付け

●環境整備
・清掃
・洗濯
・施設の整理整頓
・草刈り

・田んぼや畑作業
・稲や苗などのご提供
・水やり
・収穫

●現金での寄付

みんなの光楽園そら 移設予定地 心理療育拠点となる自然庵 【ゆうちょ銀行口座】　０１７７０－５ー１６５３５８　NPO法人光楽園
【西日本シティ銀行】　（０１９０） 徳力支店（ ２５６）　普通）３１３０３２６　トクヒ）コウラクエン
【　　福岡銀行　　】　（０１７７） 徳力支店（４３８）　普通）１８４９１７６　エヌピーオーホウジンコウラクエン

●お振込での寄付

２

収益の一部や、社員様から集まった金額など
をご寄付いただく方法です。いただくご寄付を
どう活用していくかなどご相談が可能です。

その他の方法で応援する3
�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�~�§�	 �!�s�•�w�]���™

＊子どもたちの活動や駐車場
　などに活用いたします。

凸と凹では毎月５００円からお選びいただけ
ます。「活動報告」更新時に通知メールが
届きます。

マンスリー
へ

1,000 円から寄付いただけます。銀行振込
またはクレジットカードでお手続可能です。

都度寄付
へ
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